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授業期間単位数履修・学修対象学科等
作　　成

日月 23

通年2 系列　必 履修

必・選

福祉

関連科目

目標

担当教員名

学年

総合・福祉サービス系列

２．グループで課題研究を行い、発表する。履修上の注意

方針

授業概要

評価方法

教科書・教材

参考図書

グループワーク、実習での発表、研究内容、意欲・態度等の総合評価

教員作成資料(パワーポイント、学習プリント等)

「生活支援技術」「介護福祉基礎」「介護実習」「こころとからだのしくみ」「社会福祉基礎」

授業計画

授業内容時間授業項目

第1節　介護総合演習の位置づけ5第1章介護総合演習で何を学ぶか

第2節　介護総合演習の目的

第2章介護実習で何を学ぶか 6 第1節　介護実習の意義と目的

第2節　介護実習の種類

第３節　介護実習の学び

第４章　実習先の概要

第２節　「アセスメント」の実際

第３節　「介護過程」展開の実際

第３章
利用者の特性に応じた
介護過程の実践的展開

6 第１節　介護過程の実践的展開

第４章介護過程とチームアプローチ 6 第１節　介護過程とケアマネジメントの関連性

第２節　チームアプローチにおける介護福祉士の役割

第５章
利用者の生活と
介護過程の展開

6 第１節　利用者の様々な生活と介護過程の展開

第２節　事例で考える利用者の生活と介護過程の展開

まとめ等

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、地域
福祉の推進と持続可能な福祉社会の創造と発展に必要な資質・能力を育成する。

１．地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、社会福祉従事者に求められる倫理観を
踏まえ解決策を探求し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決する。

学習時間合計 35

まとめ 6


